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北朝鮮危機を克服できるか
　

国
際
社
会
に
よ
る
制
裁
が
強
ま
る
な
か
で
、
北
朝
鮮
の
経
済
は
ど

う
な
っ
て
い
る
の
か
。
金
正
恩
政
権
の
発
足
か
ら
五
年
。
経
済
デ
ー

タ
が
ほ
と
ん
ど
公
表
さ
れ
な
い
の
は
相
変
わ
ら
ず
だ
が
、
限
ら
れ
た

情
報
か
ら
で
も
経
済
の
量
的
・
質
的
変
化
は
う
か
が
え
る
。

　

立
ち
並
ぶ
再
開
発
の
高
層
ビ
ル
群
に
、
商
品
が
豊
富
に
並
ぶ

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
。
北
朝
鮮
の
首
都
・
ピ
ョ
ン
ヤ
ン
に
降
り

立
つ
と
、
最
近
は
多
く
の
外
国
人
が
判
断
に
苦
し
む
よ
う
な
光
景
が

広
が
る
。
自
分
は
国
連
制
裁
の
下
で
も
北
朝
鮮
経
済
が
発
展
し
て
い

る
現
場
を
目
撃
し
て
い
る
の
か
、
そ
れ
と
も
制
裁
に
屈
し
な
い
姿
勢

を
内
外
に
示
す
た
め
、
国
が
無
理
矢
理
つ
く
っ
た
シ
ョ
ー
ウ
ィ
ン

ド
ー
を
覗
い
て
い
る
だ
け
な
の
か—

—

。

ゆ
る
や
か
な
経
済
成
長
が
続
く

　

北
朝
鮮
は
国
内
総
生
産
（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
）
な
ど
の
統
計
デ
ー
タ
を
ほ
と

ん
ど
発
表
し
て
い
な
い
た
め
、
数
字
で
経
済
実
態
を
把
握
す
る
の
は

難
し
い
。
韓
国
銀
行
（
中
央
銀
行
）
の
推
計
に
よ
る
と
、
北
朝
鮮
の

二
〇
一
五
年
の
名
目
国
民
総
所
得
（
Ｇ
Ｎ
Ｉ
）
は
三
四
・
五
兆
韓
国

ウ
ォ
ン
（
一
韓
国
ウ
ォ
ン

＝
約
〇
・
一
円
）。
総
額
で

韓
国
の
四
五
分
の
一（
二
・

二
％
）、
住
民
一
人
当
た

り
で
は
二
二
分
の
一（
四
・

五
％
）
の
水
準
だ
。

　

こ
の
数
字
は
推
定
さ
れ

る
生
産
量
な
ど
の
デ
ー
タ

に
北
朝
鮮
で
な
く
、
韓
国

の
物
価
・
付
加
価
値
率
を

適
用
し
て
弾
き
出
し
た
も

の
だ
。
絶
対
値
と
し
て
の

信
頼
性
は
決
し
て
高
く
な
い
。そ
れ
で
も
長
年
の
実
績
が
あ
る
の
で
、

北
朝
鮮
経
済
の
長
期
的
な
ト
レ
ン
ド
を
見
る
た
め
に
使
わ
れ
る
こ
と

が
多
い
。

　

こ
の
資
料
で
過
去
か
ら
の
流
れ
を
振
り
返
る
と
、
北
朝
鮮
経
済
が

底
を
打
っ
た
こ
と
は
よ
く
わ
か
る
。
最
も
厳
し
か
っ
た
一
九
九
〇
年

代
は
九
年
連
続
で
マ
イ
ナ
ス
成
長
。
東
西
冷
戦
終
結
の
影
響
を
も
ろ

に
受
け
、
深
刻
な
外
貨
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
食
糧
不
足
に
見
舞
わ
れ
た
。

自
然
災
害
な
ど
が
こ
れ
に
追
い
討
ち
を
か
け
た
が
、
金
正
日
体
制
確

立
後
の
九
九
年
か
ら
プ
ラ
ス
に
転
じ
た
。
二
〇
〇
〇
年
代
後
半
は
増

減
を
繰
り
返
し
、
一
一
年
以
降
、
緩
や
か
な
が
ら
四
年
連
続
の
成
長

に
な
っ
た
。

　

一
五
年
の
経
済
成
長
率
は
マ
イ
ナ
ス
一
・
一
％
と
な
っ
た
も
の
の
、

金
正
日
総
書
記
の
死
去
で
一
一
年
末
に
金
正
恩
労
働
党
委
員
長
が
権

力
を
継
承
し
て
か
ら
は
、
総
じ
て
上
昇
傾
向
が
続
い
て
き
た
。
産
業

構
造
別
で
は
鉱
工
業
や
農
林
漁
業
の
割
合
が
徐
々
に
低
下
し
、
建
設

業
や
サ
ー
ビ
ス
業
の
比
重
が
高
ま
っ
て
い
る
の
が
近
年
の
特
徴
だ
。

　

韓
国
や
国
連
食
糧
農
業
機
関
（
Ｆ
Ａ
Ｏ
）
な
ど
の
国
際
機
関
に
よ

る
推
計
で
は
、
北
朝
鮮
の
食
糧
生
産
は
こ
こ
数
年
、
年
間
生
産
量
が

四
〇
〇
数
十
万
〜
五
〇
〇
数
十
万
ト
ン
で
推
移
し
て
い
る
。
水
害
な

ど
で
落
ち
込
む
年
は
あ
る
も
の
の
、
大
量
の
餓
死
者
が
取
り
ざ
た
さ

れ
た
一
九
九
〇
年
代
後
半
に
二
〇
〇
万
ト
ン
台
を
記
録
し
て
い
た
こ

北
朝
鮮
経
済
を
ど
う
読
み
取
る
か

─
─
制
裁
下
の
量
的
・
質
的
変
化
を
探
る

日
本
経
済
研
究
セ
ン
タ
ー
首
席
研
究
員

伊
集
院
敦

い
じ
ゅ
う
い
ん　

あ
つ
し　
一
九
八
五
年
早
稲
田
大

学
卒
、
日
本
経
済
新
聞
社
入
社
。
ソ
ウ
ル
支
局
長
、

中
国
総
局
長
、
編
集
委
員
な
ど
を
経
て
現
職
。
編

著
書
に
『
変
わ
る
北
東
ア
ジ
ア
の
経
済
地
図 

新
秩

序
へ
の
連
携
と
競
争
』
な
ど
。

「
北
朝
鮮
の
経
済
は
破
綻
状
態
」

日
本
で
は
広
く
流
れ
、
信
じ
ら
れ
て
い
る
観
測
だ
が
、

実
際
の
北
朝
鮮
経
済
は
ゆ
る
や
か
に
成
長
し
、

市
場
や
民
間
企
業
の
芽
も
生
ま
れ
て
い
る
。

実
態
を
ど
の
よ
う
に
つ
か
み
、
ど
う
考
え
る
か
が
問
わ
れ
る
。

ピ
ョ
ン
ヤ
ン
に
完
成
し
た
新
し
い
商
業
施
設

「
未
来
商
店
」
を
視
察
す
る
金
正
恩
委
員
長

（
Ｋ
Ｃ
Ｎ
Ａ
／
新
華
社
／
ア
フ
ロ
）

図　最近の北朝鮮の経済成長率の推移
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北朝鮮危機を克服できるか

と
を
考
え
れ
ば
最
悪
期
と
は
異
な
る
水
準
だ
。
北
朝
鮮
は
国
家
予
算

を
対
前
年
度
と
の
比
較
で
発
表
し
て
い
る
が
、
近
年
は
財
政
規
模
も

拡
大
傾
向
に
あ
る
。

　

対
外
貿
易
の
額
も
増
加
傾
向
が
続
い
て
き
た
。
大
韓
貿
易
投
資

振
興
公
社
（
Ｋ
Ｏ
Ｔ
Ｒ
Ａ
）
の
調
べ
に
よ
る
と
、
二
〇
一
五
年
の

北
朝
鮮
の
貿
易
額
は
六
二
億
五
二
〇
〇
万
ド
ル
（
韓
国
と
の
交
易

は
除
外
）。
六
年
ぶ
り
に
前
年
を
下
回
っ
た
が
、
一
四
年
ま
で
は
五

年
連
続
で
増
加
し
た
。
制
裁
が
強
化
さ
れ
て
か
ら
は
中
国
へ
の
依

存
度
が
急
速
に
高
ま
り
、
一
五
年
は
輸
出
で
九
二
・
一
％
、
輸
入
で

九
〇
・
八
％
、
全
体
で
九
一
・
三
％
に
達
し
て
い
る
。

　

品
目
別
に
見
る
と
、
輸
出
は
石
炭
な
ど
の
鉱
物
性
燃
料
が
四
割
を

占
め
、
衣
料
な
ど
が
続
く
。
輸
入
は
鉱
物
性
燃
料
、
電
気
機
器
・
音

響
・
映
像
設
備
な
ど
が
上
位
を
占
め
る
。
国
連
安
保
理
の
制
裁
決
議

に
中
国
も
加
わ
り
、
最
大
の
取
引
品
目
で
あ
る
石
炭
の
輸
入
制
限
に

乗
り
出
し
た
影
響
が
ど
の
よ
う
に
現
れ
る
か
が
今
後
の
注
目
点
だ
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
と
経
済
制
裁

　

経
済
政
策
に
目
を
転
じ
る
と
、
金
正
恩
委
員
長
は
二
〇
一
二
年
四

月
、
権
力
継
承
後
初
め
て
人
民
を
前
に
行
っ
た
閲
兵
式
の
演
説
で
、

食
糧
問
題
の
解
決
を
は
じ
め
、
人
民
生
活
の
向
上
を
目
指
す
考
え
を

強
調
。
一
三
年
三
月
の
朝
鮮
労
働
党
中
央
委
員
会
総
会
で
「
経
済
建

設
と
核
武
力
建
設
の
並
進
路
線
」
を
打
ち
出
し
た
。
日
本
海
側
の
元

山
地
区
の
観
光
開
発
な
ど
を
指
示
し
、
同
年
五
月
に
外
国
資
本
の
呼

び
込
み
な
ど
を
目
指
し
た
経
済
開
発
区
法
を
制
定
。
全
国
で
一
九
カ

所
の
経
済
開
発
区
を
発
表
し
た
。

　

一
六
年
五
月
、
北
朝
鮮
で
三
六
年
ぶ
り
に
開
い
た
第
七
回
党
大
会

で
経
済
と
核
の
並
進
路
線
を
確
認
し
、
一
六
年
か
ら
二
〇
年
ま
で
の

「
国
家
経
済
発
展
五
ヵ
年
戦
略
」
を
明
ら
か
に
し
た
。
金
正
恩
委
員

長
は
演
説
で
、五
ヵ
年
戦
略
に
関
し
「
経
済
の
先
駆
け
部
門
（
石
炭
、

電
力
、
金
属
、
鉄
道
運
輸
）、
基
礎
工
業
部
門
を
正
常
軌
道
に
乗
せ

て
農
業
と
軽
工
業
の
生
産
を
増
や
し
、
人
民
生
活
を
決
定
的
に
向
上

さ
せ
る
べ
き
だ
」
と
指
摘
。「
特
に
電
力
問
題
の
解
決
に
国
家
的
な

力
を
集
中
す
べ
き
だ
」
と
述
べ
、
北
朝
鮮
経
済
で
最
大
の
懸
案
が
依

然
と
し
て
電
力
を
は
じ
め
と
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
で
あ
る
こ
と
を

う
か
が
わ
せ
た
。

民
間
企
業
や
市
場
も
生
ま
れ
る

　

経
済
面
で
実
利
を
追
求
す
る
手
法
も
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
。

二
〇
一
三
年
頃
か
ら
「
社
会
主
義
企
業
管
理
責
任
制
」
が
導
入
さ
れ
、

経
済
管
理
改
善
の
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
も
金
正
恩
時

代
の
変
化
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。
工
業
や
農
業
の
現
場
で
生
産
単
位

の
自
主
権
や
裁
量
を
拡
大
し
、
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
与
え
る
こ
と
で

生
産
意
欲
を
高
め
る
試
み
だ
。

　

工
業
で
は
計
画
、
生
産
、
労
働
力
調
節
な
ど
の
権
限
を
拡
大
。
自

ら
の
収
益
で
賃
金
を
上
げ
た
り
、
技
術
開
発
に
資
金
を
回
し
た
り
こ

と
を
可
能
に
し
、
能
力
に
応
じ
て
外
国
企
業
と
の
貿
易
取
引
や
合
弁

事
業
を
行
え
る
道
も
開
い
た
。
農
業
で
は
作
業
単
位
を
細
分
化
し
た

圃
田
担
当
制
を
試
験
的
に
導
入
し
て
い
る
。

　

国
家
の
配
給
を
柱
と
す
る
計
画
経
済
が
行
き
詰
ま
り
、
仕
方
な
く

進
め
て
い
る
面
も
あ
り
そ
う
だ
が
、
中
国
が
一
九
七
〇
年
代
末
、
改

革
開
放
の
初
期
段
階
で
導
入
し
た
政
策
と
似
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ

る
。
当
局
は
以
前
に
取
り
締
ま
っ
て
い
た
市
場
を
、
農
産
品
や
日
用

品
な
ど
を
扱
う
「
総
合
市
場
」
と
し
て
容
認
。
そ
の
数
は
い
ま
や
北

朝
鮮
全
土
で
約
四
〇
〇
ヵ
所
に
増
加
し
た
と
言
わ
れ
、
人
々
の
生
活

や
価
値
観
に
も
変
化
が
生
じ
て
い
る
。

　

政
策
面
で
の
動
向
は
北
朝
鮮
の
公
式
報
道
で
報
じ
ら
れ
る
も
の
も

あ
る
し
、
北
朝
鮮
と
の
人
的
往
来
で
伝
え
ら
れ
る
も
の
も
あ
る
。
経

済
政
策
は
「
経
済
研
究
」
な
ど
の
雑
誌
で
専
門
家
の
見
解
を
知
る
こ

と
も
で
き
る
。
金
融
シ
ス
テ
ム
改
革
に
向
け
た
商
業
銀
行
の
育
成
や

貨
幣
流
通
事
業
の
改
善
策
、
企
業
管
理
の
改
善
策
や
生
産
性
向
上
、

商
品
の
品
質
向
上
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
テ
ー
マ
に
つ
い
て
、
北
朝
鮮
の

専
門
家
が
ど
の
よ
う
な
問
題
意
識
を
持
ち
、
ど
ん
な
解
決
策
を
探
っ

て
い
る
の
か
が
垣
間
見
え
る
。

人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
経
済
の
実
相
を
探
る

　

筆
者
が
近
年
、
北
朝
鮮
の
経
済
専
門
家
と
意
見
交
換
し
た
印
象
で

は
、
当
局
の
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
の
よ
う
な
発
言
が
多
い
も
の
の
、
北
朝

鮮
の
工
業
生
産
が
物
資
不
足
で
い
ま
だ
に
正
常
化
し
て
い
な
い
こ
と

や
、
金
融
改
革
に
向
け
て
住
民
に
よ
る
銀
行
へ
の
信
頼
回
復
が
重
要

で
あ
る
点
を
認
め
る
な
ど
意
外
に
率
直
な
面
も
あ
っ
た
。
公
式
見
解

と
実
態
の
違
い
を
チ
ェ
ッ
ク
し
た
り
、
住
民
の
受
け
止
め
方
を
知
っ

た
り
す
る
に
は
、
よ
り
重
層
的
な
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
必
要
だ
。

　

例
え
ば
北
朝
鮮
の
経
済
が
、
国
際
社
会
の
制
裁
に
も
か
か
わ
ら
ず

成
長
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
理
由
と
は
。
政
府
系
の
専
門
家
に
聞

け
ば
、「
金
正
恩
委
員
長
の
政
策
が
正
し
い
」
か
ら
で
あ
り
、「
核
・

経
済
建
設
併
進
路
線
が
経
済
発
展
を
大
き
く
促
し
た
」
と
い
う
模
範

解
答
が
戻
っ
て
く
る
。
核
開
発
が
進
ん
だ
結
果
、
通
常
戦
力
に
振
り

向
け
る
資
金
な
ど
を
減
ら
し
、
経
済
建
設
に
注
力
で
き
る
と
い
う
理

屈
だ
。

　

軍
の
力
が
大
き
い
国
だ
け
に
、
軍
関
連
企
業
の
活
動
や
軍
人
が
労

働
力
と
し
て
経
済
建
設
に
果
た
し
て
い
る
役
割
は
確
か
に
あ
る
だ
ろ

う
が
、
な
し
崩
し
的
に
広
が
る
市
場
が
北
朝
鮮
内
部
の
経
済
活
動
を

活
性
化
さ
せ
て
い
る
面
も
あ
り
そ
う
だ
。
脱
北
者
ら
に
よ
れ
ば
、
北

朝
鮮
で
は
市
場
の
広
が
り
に
伴
い
、
各
地
で
「
金ト

ン
ジ
ュ主

」
と
呼
ば
れ
る
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富
裕
層
が
台
頭
。
民
間
企
業
が
事
実
上
、
あ
ち
こ
ち
で
登
場
し
て
い

る
現
実
が
あ
る
。
住
民
は
、
食
品
や
消
費
財
の
半
分
以
上
を
市
場
で

調
達
す
る
の
が
当
た
り
前
の
姿
に
な
り
つ
つ
あ
る
。

　

外
貨
の
獲
得
は
中
国
へ
の
鉱
物
資
源
の
輸
出
が
大
き
く
、
海
外
へ

の
労
働
者
派
遣
の
ほ
か
、
合
法
・
非
合
法
の
さ
ま
ざ
ま
な
手
段
が
存

在
す
る
こ
と
も
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
韓
国
で
は
金
正
恩
委
員
長
が
政

権
基
盤
固
め
の
た
め
、
プ
ー
ル
し
て
い
た
統
治
資
金
を
相
当
使
っ
た

と
の
見
方
も
あ
る
。
ど
れ
か
一
つ
の
理
由
で
は
な
く
、
い
く
つ
も
の

理
由
が
重
な
り
合
っ
て
今
の
北
朝
鮮
経
済
を
形
作
っ
て
い
る
の
だ
ろ

う
。
こ
の
過
程
で
、
貧
富
格
差
や
地
域
格
差
の
拡
大
、
汚
職
等
の
リ

ス
ク
が
広
が
っ
て
い
る
と
い
う
の
も
よ
く
聞
く
話
だ
。

　

国
際
社
会
で
は
北
朝
鮮
が
制
裁
に
も
か
か
わ
ら
ず
核
兵
器
や
弾
道

ミ
サ
イ
ル
の
開
発
を
や
め
な
い
現
実
に
直
面
し
、「
制
裁
は
ま
っ
た

く
効
い
て
い
な
い
」
と
か
「
も
っ
と
制
裁
を
強
化
す
べ
き
だ
」
と
い

う
議
論
が
浮
上
し
て
い
る
。
も
っ
と
も
な
意
見
だ
が
、
今
ま
で
紹
介

し
て
き
た
よ
う
な
北
朝
鮮
経
済
の
量
的
・
質
的
変
化
を
踏
ま
え
れ
ば
、

少
し
別
の
見
方
が
あ
っ
て
も
い
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

元
駐
韓
大
使
の
小
倉
和
夫
氏
が
近
著
『
朝
鮮
半
島　

地
政
学
ク
ラ

イ
シ
ス
』（
日
本
経
済
新
聞
出
版
社
）で
詳
し
く
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、

経
済
制
裁
に
は
元
来
、
さ
ま
ざ
ま
な
目
的
が
あ
り
、
実
効
性
へ
の
制

約
や
矛
盾
、
政
治
的
限
界
も
存
在
す
る
。
そ
も
そ
も
制
裁
を
科
せ
ら

れ
た
国
が
、
そ
れ
だ
け
で
す
ぐ
に
白
旗
を
揚
げ
、
政
策
転
換
に
応
じ

る
ケ
ー
ス
は
外
交
史
上
ほ
と
ん
ど
見
当
た
ら
な
い
の
だ
。

　

米
国
で
は
北
朝
鮮
に
対
す
る
制
裁
の
効
果
と
課
題
に
つ
い
て
民
間

を
含
め
て
さ
ま
ざ
ま
な
分
析
や
検
討
が
行
わ
れ
て
い
る
。
ハ
ー
バ
ー

ド
大
学
と
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
工
科
大
学
の
グ
ル
ー
プ
が
一
六
年
八

月
に
ま
と
め
た
リ
ポ
ー
ト
「Stopping N

orth K
orea, Inc.

」
に

よ
る
と
、
一
連
の
経
済
制
裁
の
結
果
、
皮
肉
な
こ
と
に
北
朝
鮮
が
海

外
か
ら
物
資
を
調
達
す
る
能
力
は
む
し
ろ
高
ま
っ
た
。
北
朝
鮮
が
取

引
を
仲
介
す
る
中
国
の
ブ
ロ
ー
カ
ー
に
支
払
う
手
数
料
を
上
積
み
し

た
結
果
な
の
だ
と
い
う
。
北
朝
鮮
に
制
裁
を
科
し
て
き
た
結
果
、
国

内
で
は
住
民
が
生
活
の
拠
り
所
と
す
る
自
由
な
市
場
が
広
が
り
、
金

正
恩
政
権
に
と
っ
て
中
長
期
的
な
リ
ス
ク
を
増
大
さ
せ
る
効
果
が

あ
っ
た
と
の
分
析
も
あ
る
。

　

制
裁
の
強
化
に
よ
っ
て
、
関
係
国
の
結
束
を
強
化
し
た
り
、
北
朝

鮮
に
強
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
っ
た
り
す
る
こ
と
は
確
か
に
重
要
だ
。

核
や
ミ
サ
イ
ル
の
開
発
に
直
接
つ
な
が
る
資
金
ル
ー
ト
を
遮
断
す
る

こ
と
も
必
要
で
あ
る
。
し
か
し
、
制
裁
が
、
科
す
方
の
側
の
勝
手
な

思
い
込
み
や
感
情
の
発
露
に
と
ど
ま
る
の
な
ら
ば
意
味
が
な
い
。
北

朝
鮮
経
済
に
つ
い
て
の
正
確
な
知
識
と
情
報
、
そ
れ
を
ベ
ー
ス
に
し

た
冷
静
な
判
断
と
戦
略
に
基
づ
く
対
応
こ
そ
が
い
ま
、
求
め
ら
れ
て

い
る
の
だ
ろ
う
。
●


